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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第143期

第１四半期連結
累計期間

第144期
第１四半期連結
累計期間

第143期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年６月30日

自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（百万円） 5,980 5,273 23,729

経常利益（百万円） 170 397 1,177

四半期（当期）純利益（百万円） 182 319 772

四半期包括利益又は包括利益（百
万円）

179 313 511

純資産額（百万円） 5,112 5,852 5,444

総資産額（百万円） 36,256 31,819 32,441

１株当たり四半期（当期）純利益
金額（円）

2.30 4.03 9.74

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益金額（円）

－ － －

自己資本比率（％） 14.06 18.07 16.75

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．第143期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

(企業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、東日本大震災の影響から、個人消費や雇用情勢に更なる停滞

が生じ、電力供給の不安定感により工業生産への影響が顕在化し、円高基調の継続も加わり景気の先行きには、強い

不透明感があるものといわざるを得ない状況となっております。

このような環境下当社グループにおきましては、震災により被害を受けた生産設備の早期復旧に全力を挙げると

ともに、財務体質の強化、経費削減の継続などに重点的に取り組み業績の向上に努めてまいりました。

この結果、シリコンウェハー再生事業から撤退したことを主因として、当第１四半期連結累計期間の売上高は、52

億73百万円(前年同期比11.8％減)と減少したものの、営業利益は、４億44百万円(前年同期比40.7％増)と、大幅な改

善となりました。

①化成品事業

燐酸などの燐系製品は、積極的な拡販策を実施したことが成果を結び、一般品・電子工業用高純度品ともに出荷

量が堅調に増加し増収となりました。

水処理用などの凝集剤は、上下水道向けが軟調裡に推移し減収となりました。コンデンサー向け原料は、若干の数

量減はあったもののほぼ横ばいで堅調に推移しました。また、消臭剤は、前期から引き続きフル生産の状況が続き増

収となりました。

この結果、当セグメントの売上高は、34億98百万円(前年同期比1.4％減)、セグメント利益（営業利益）は、４億４

百万円(前年同期比17.9％増)となりました。

②機械事業

破砕関連機械につきましては、単体販売が依然軟調に推移したものの、消耗部品、プラントが比較的堅調に推移し

たことから増収となりました。下水道関連の掘進機は、雨水排水対策向けの大型物件のレンタルの受注が増加した

ものの、本体販売では小型機種の受注が多く減収となりました。

この結果、当セグメントの売上高は、９億37百万円(前年同期比2.8％減) 、セグメント利益（営業利益）は、64百

万円(前年同期比17.2％減)となりました。

③電子材料事業

化合物半導体向け高純度無機素材につきましては、東日本大震災により生産設備が被災したことにより、一部製

品の生産が滞ったことに加え、計画停電や電力削減による影響も顕在化しましたが、全般的には需要が堅調であっ

たことから売り上げを伸ばしました。

この結果、当セグメントの売上高は、シリコンウェハー再生事業の撤退により４億40百万円(前年同期比56.1％

減)と大幅に減少したものの、セグメント利益（営業利益）は、１億６百万円(前年同期比443.3％増) となりまし

た。

④その他

石油精製用触媒の再生事業は、東日本大震災の生産設備への影響は軽微でしたが、出荷を予定していた顧客に被

害があったため、若干の減収となりました。精密機械加工は、液晶装置向けの需要が急激に落ち込んだことから大幅

な減収となりました。不動産の賃貸は、旧再生ウェハー関連工場建屋の賃貸も加わったため、増収となりましたが原

価増の影響を受け大幅な減益となりました。

この結果、当セグメントの売上高は、３億96百万円(前年同期比14.6％減) 、セグメント利益（営業利益）は、１億

13百万円(前年同期比25.2％減)となりました。
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(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、82百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株)

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成23年６月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成23年８月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 79,442,038 同左
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は
1,000株

計 79,442,038 同左 － －

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金増
減額(百万円)

資本準備金残
高(百万円)

平成23年６月30日 － 79,442,038 － 8,443 － －

　
(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式      138,000
－ 単元株式数は1,000株

完全議決権株式（その他） 普通株式   78,831,00078,831 同上

単元未満株式 普通株式      473,038－ －

発行済株式総数 79,442,038 － －

総株主の議決権 － 78,831 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株（議決権３個）含

まれております。

２．当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

② 【自己株式等】

　 　 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）
ラサ工業株式会社

東京都中央区京橋
一丁目１番１号

138,000 － 138,000 0.17

計 － 138,000 － 138,000 0.17

　
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第

64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成23年４月１日から平成　23

年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,700 4,574

受取手形及び売掛金 6,435 6,300

商品及び製品 1,265 1,285

仕掛品 940 1,139

原材料及び貯蔵品 815 760

その他 932 831

貸倒引当金 △39 △58

流動資産合計 15,050 14,833

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,090 5,986

機械装置及び運搬具（純額） 2,832 2,688

工具、器具及び備品（純額） 342 325

土地 5,183 5,142

リース資産（純額） 37 39

建設仮勘定 24 14

有形固定資産合計 14,511 14,196

無形固定資産

借地権 919 919

その他 33 31

無形固定資産合計 953 950

投資その他の資産

投資有価証券 1,110 1,080

その他 840 782

貸倒引当金 △25 △24

投資その他の資産合計 1,925 1,838

固定資産合計 17,390 16,986

資産合計 32,441 31,819
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,396 3,415

短期借入金 12,543 12,160

未払法人税等 30 13

賞与引当金 94 75

災害損失引当金 114 103

その他 1,477 1,663

流動負債合計 17,656 17,431

固定負債

長期借入金 6,906 6,143

退職給付引当金 1,523 1,515

その他 910 875

固定負債合計 9,340 8,534

負債合計 26,997 25,966

純資産の部

株主資本

資本金 8,443 8,443

利益剰余金 △2,724 △2,404

自己株式 △34 △34

株主資本合計 5,684 6,004

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △187 △216

為替換算調整勘定 △62 △37

その他の包括利益累計額合計 △249 △253

少数株主持分 9 102

純資産合計 5,444 5,852

負債純資産合計 32,441 31,819
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高 5,980 5,273

売上原価 4,523 3,838

売上総利益 1,456 1,435

販売費及び一般管理費 1,140 990

営業利益 315 444

営業外収益

受取配当金 17 10

受取地代家賃 9 8

貯蔵品売却益 － 56

その他 33 28

営業外収益合計 60 104

営業外費用

支払利息 125 98

休止鉱山鉱害対策費用 23 20

その他 56 32

営業外費用合計 205 151

経常利益 170 397

特別利益

賞与引当金戻入額 64 －

その他 10 －

特別利益合計 74 －

特別損失

減損損失 － 34

災害による損失 － 33

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 47 －

その他 1 －

特別損失合計 48 68

税金等調整前四半期純利益 196 328

法人税、住民税及び事業税 31 18

法人税等調整額 △17 △10

法人税等合計 14 7

少数株主損益調整前四半期純利益 182 320

少数株主利益 0 1

四半期純利益 182 319
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 182 320

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △103 △29

為替換算調整勘定 100 21

その他の包括利益合計 △3 △7

四半期包括利益 179 313

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 173 315

少数株主に係る四半期包括利益 5 △2
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【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。

　
【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。
　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

減価償却費 367百万円 343百万円

　
（株主資本等関係）

前第１四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日　至  平成22年６月30日）

１．配当に関する事項

該当事項はありません。

２．株主資本の金額の著しい変動

当社は、平成22年６月29日開催の定時株主総会決議に基づき、資本準備金5,728百万円を減少し、その他資

本剰余金に振替え、同額を繰越利益剰余金に振替えております。

また、利益準備金447百万円及び別途積立金2,007百万円を減少し、それぞれ繰越利益剰余金に振替えてお

ります。

当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結損
益計算書計上
額（注）３化成品

事業
機械
事業

電子材料
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,548 964 1,0035,515 464 5,980 － 5,980

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

9 － － 9 17 26 △26 －

計 3,557 964 1,0035,525 481 6,006 △26 5,980

セグメント利益 342 77 19 439 151 591 △275 315

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、精密機械加工、一般産業機械の製

造・販売、石油精製用触媒再生及び不動産の売買・賃貸等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△275百万円には、各報告セグメントに配賦していない全社費用△277百万円などが

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結損
益計算書計上
額（注）３化成品

事業
機械
事業

電子材料
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,498 937 440 4,876 396 5,273 － 5,273

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

4 － － 4 21 25 △25 －

計 3,503 937 440 4,881 417 5,299 △25 5,273

セグメント利益 404 64 106 574 113 687 △243 444

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、精密機械加工、一般産業機械の製

造・販売、石油精製用触媒再生及び不動産の売買・賃貸等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△243百万円には、各報告セグメントに配賦していない全社費用△243百万円などが

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．「電子材料事業」に含まれていたシリコンウェハー再生事業は、前第３四半期連結会計期間末をもって撤退

しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 2.30円 4.03円

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額（百万円） 182 319

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 182 319

普通株式の期中平均株式数（株） 79,306,019 79,303,330

(注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

２ 【その他】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

ラサ工業株式会社(E00760)

四半期報告書

13/15



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

　

平成23年８月12日

ラサ工業株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　渡辺　伸啓　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　成田　礼子　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているラサ工業株式会社

の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成23年４月１日から平成23

年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ラサ工業株式会社及び連結子会社の平成23年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

（※）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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